
田植えの時期となりました。田の神様に無病息

災と豊穣、豊作を願う伝統的な芸能として行わ

れてきた田植えばやし。音頭取りのササラ拍子

に合わせ、太鼓や笛、早乙女の田植え歌。小学

生による田植えの

体験なども、コロ

ナ禍で見送られて

きましたが今年は

どうでしょうか？

（上野茂）

はまだ議会だよりmini

みなさんの暮らしとつながっています。 21
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浜田市ふるさと体験村の再開式に出席しまし

た。ふるさと体験村は、長らく営業休止の状

態でしたが、「弥栄のみらい創造会議」が指

定管理者となり、施設改修、事業計画の策定、

モニターツアーの実施を経て再開されました。

この施設が市内外から多くの皆様に訪れてい

ただける場所に

なることを願っ

ています。

浜田市議会は S D G sを推進しています。

議長
日誌

4/28 ふるさと体験村再開式

委員会、委員

で意見を交わ

しました。

その後、青少

年サポートセ

ンターを視察

し、社会的ひきこもり状態にある青少年（おおむ

ね40歳までの方) への相談事業の内容の説明を受

け、各種教室で作成された作品を拝見し、スタッ

フの方と現状の問題点や具体的な要望を伺い、理

解を深めました。（総務文教委員会）

“田植えばやし”

山びこ学級及び青少年サポートセンター視察

総務文教委員会は新たな取組課題のテーマを「不

登校児童生徒への支援について」としました。昨

年、令和４年10月に文部科学省が発表した資料に

よると、不登校児童生徒の数が全国で29万５千人

と過去最高の人数を記録したと共に、近年増加の

一途をたどっています。

そのような背景の中、浜田市内の不登校児童生徒

の実態を把握することが急務と考え、浜田市教育

支援センター山びこ学級を視察しました。同セン

ターの基本方針にある「心の居場所」とは何かを

実際の授業を見学した後、同センター職員、教育

コロナ５類引き下げ後の議会対応

令和５年５月８日の新型コロナウイルス感染症５

類引下げに伴い、基本的な感染対策の徹底は継続

しますが、アクリル板の撤去やさまざまな制限の

撤廃など議会・議員の主な対応についてお知らせ

します。

・マスクは引き続き庁舎内では着用。庁舎外での

会議等に公務として出席する場合も着用する。

・感染した場合は５日間を療養期間とし登庁しな

い。同居家族等の感染は行動制限なく報告も不要。

・議場で開催していた予算決算委員会及び全員協

議会は元の全員協議会室に戻し、議会運営委員会

は引き続き全員協議会室で開催する。

・23席に制限していた傍聴席数を55席に戻す。

（議会運営委員会）


